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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公開番号】特開2015-27949(P2015-27949A)
【公開日】平成27年2月12日(2015.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2015-009
【出願番号】特願2014-211819(P2014-211819)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｂ  18/18     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  18/20     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  18/02     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｂ   18/18     　　　　
   Ｃ０３Ｂ   18/20     　　　　
   Ｃ０３Ｂ   18/02     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   21/00     １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月26日(2015.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成形時に溶融金属と接するボトム面と、該ボトム面に対向するトップ面とを有し、該ボ
トム面よりも該トップ面の水素濃度が低く、板厚が１．５ｍｍ以下である化学強化用フロ
ートガラスであって、深さ５～１０μｍにおける平均Ｈ／Ｓｉ強度のトップ面に対するボ
トム面の比が１．６５以下である化学強化用フロートガラス。
【請求項２】
　成形時に溶融金属と接するボトム面と、該ボトム面に対向するトップ面とを有し、該ボ
トム面よりも該トップ面の水素濃度が低く、板厚が１．５ｍｍ以下であるフロートガラス
を化学強化して化学強化フロートガラスを製造する方法であって、該フロートガラスの深
さ５～１０μｍにおける平均Ｈ／Ｓｉ強度のトップ面に対するボトム面の比が１．６５以
下である化学強化フロートガラスの製造方法。
【請求項３】
　化学強化フロートガラスの表面圧縮応力が６００ＭＰａ以上であり、圧縮応力層の深さ
が１５μｍ以上である請求項２記載の化学強化フロートガラスの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
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